
政策 の

に対して荒廃農地等利活用促進交付金として、再生作業事
6/26業費の２分の１の補助制度がある。

・更に、小諸市耕作放棄地再生事業補助金として、耕作放棄地の再生作業実施者への支援を行なう
市長公約事項

ことによ

資

り耕作放棄地の解消を促す。

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年

事

度 平成31年度 平成3

　

2年度

無 耕作放棄地解

務

消面積
ha/年 3 3 3

　

投
入
指
標

平成30年度

事

平成31年度 平成32

　

年度

年度別事業費 6,

業

800 千円 6,800

源

　

千円 6,800 千円
特

名

定
財
源

国・県支出金 5

新

,000 千円 5,00

規

0 千円 5,000 千円

・

特　記　事　項

地 　

継

方 　債 0 千円 0 千円

続

0 千円 国の荒廃農地等

農

利活用促進交付金事業

地

を活用し耕作放棄地の

法

解消に努める。

そ 　

を

等

の 　他 0 千円 0 千円

の

0 千円 市単独補助金に

法

ついては、上限額を見

令

直し平成29年度から

業

6万円とする。

一　般

務

　財　源 1,800 千

の

円 1,800 千円 1,

適

800 千円

正な

有

執行、優

事　務　事　

良

業　名 新規・継続 優良

農

農地の確保及び食糧自

地

給率の向上を図るため

の

、耕作可能農地の確保

確

を行う。

目　　的 農地

保

の有効利用を図るため

効

及

、担い手への農地の集

び

積を図る。
機構集積支

農

援事業 継続

会計・款・

業

項・目 所　　管　　課

振

平  成  30  

興

年  度  の  目

目

  標

農地集積推進員

　

、農業委員、農地利用

　

最適化推進委員、農地

的

中間管理機構で連携し

活

農

、農地を担い手へ集積

業

させ農地利用の
一般・

委

6農林水産業費・1農

員

業費・1農業委員会費

会

農林課
最適化を図る。

運

事　業　概　要 施策内

営

順位 利用状況調査に基

費

づき、遊休農地の解消

継

に至らない場合につい

続

ては農地法に基づく勧

用

会

告を適切に実施する。

計

・農地の利用状況調査

・

をもとに、耕作放棄地

款

の所有者等に利用意向

・

調査を行う。
7/26

項

・農地集積推進員を設

・

置し、利用意向調査の

目

結果をもとに農地の利

所

用関係の調整を行う。

　

市長公約事項

活
動
指

し

　

標

指　標　名 単　位 平

管

成30年度 平成31年

　

度 平成32年度

無 農地

　

調査面積
ha/年 3,

課

600 3,600 3,

平

600

投
入
指
標

平成3

 

0年度 平成31年度 平

 

成32年度 耕作放棄地

成

所有者等の利用意向調

 

査
通 500 300 30

、

 

0
年度別事業費 5,1

3

59 千円 5,200 千

0

円 5,200 千円
特
定

 

財
源

国・県支出金 4,

 

342 千円 3,200

年

千円 3,200 千円 特

 

　記　事　項

地 　方

 

 　債 0 千円 0 千円 0

度

千円 平成27年度より

 

事業名変更　→　機構

４ 活

 

集積支援事業

そ 　の

の

 　他 0 千円 0 千円 0

 

千円

一　般　財　源 8

 

17 千円 2,000 千

目

円 2,000 千円

  標

農地

気

法等の法令業務の適正

あ

な執行及び優良農地の

る

確保を行う。
一般・6

豊

農林水産業費・1農業

か

費・1農業委員会費 農

な

林課

事　業　概　要 施

ま

策内順位

【運営費】
8

ち

/26農地法等の法令

施

業務の執行等、農業委

地

策

員会活動にかかる運営

４

費

市長公約事項

活
動
指

－

標

指　標　名 単　位 平

１

成30年度 平成31年

農

度 平成32年度

無 農業

家

委員会　農地部会、振

の

興部会　開催数
回 12

担

12 12

投
入
指
標

平成

い

30年度 平成31年度

手

平成32年度 農業者と

域

を

の話し合い
回 1 1 1

年

育

度別事業費 16,44

て

3 千円 14,900 千

儲

円 14,900 千円
特

か

定
財
源

国・県支出金 3

る

,507 千円 3,50

農

7 千円 3,507 千円

業

特　記　事　項

地 　

を

方 　債 0 千円 0 千円

め

0 千円 農業委員会法の

の

ざ

改正により、農業委員

し

の選出方法が公選制か

ま

ら市町村長の任命制に

す

変更。（平成28年4月1日施行）

そ 　の 　他 560 千円 560 千円 560 千円 ただし、現在の農業委員の任期の終了後から適用となるため、小諸市は

宝

平成29年7月20日から任命制となる。

一　般　財　源 12,376 千円 10,833 千円 10,833 千円

、

事　務　事　業　名 新規・継続 農地を保全し、食料自給率の向上につなげるため、小諸市耕作放棄地再生事業補助金の交付を通じて、耕作放

目　　的 棄地の再生を図る。
耕作放棄地対策事業 継続

会計・款

地

・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

地域の担い手農家（人農地プランに基づく担い手）の農業経営の効率化（荒廃地の再生による農地の利用集積）を含め、
一般・6農林水産業費・1

域

農業費・1農業委員会費 農林課
農地の有効活用を促進するため、目標面積を3haとする（国の採択基準の厳格化により目標面積を5ha→3haとした）

事　業　概　要 施策内順位

・国においては、耕作放棄地の再生作業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政策４－ 3



政策 の

防注射・消毒等の推進
市長公約事項

・畜産衛生広報の推進等

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無 牛予防注射・検査実施率
％ 100 100 100

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年

資

度

年度別事業費 1,958 千円 1,600 千円 1,750 千円
特
定

事

財
源

国・県支出金 0 千

　

円 0 千円 0 千円 特　記

務

　事　項

地 　方 　

　

債 0 千円 0 千円 0 千円

事

そ 　の 　他 855

　

千円 483 千円 855

業

千円

一　般　財　源 1

源

　

,103 千円 1,11

名

7 千円 895 千円

新規・継続 農

事　務

業

　事　業　名 新規・継

振

続 あぐりの湯こもろの

を

興

利用客を確保し、入浴

に

、農園等体験交流と直

寄

売所やレストラン等に

与

よる地産地消を推進す

す

目　　的 ることにより

る

、地域雇用の拡大と６

各

次産業化の推進による

種

地元農業者の所得増加

団

を図るとともに、集客

体

機能を
農村資源活用交

有

へ

流施設運営事業 継続
活

の

用して小諸の農産物を

補

中心に情報の発信を行

助

い知名度等の向上を図

金

る。

会計・款・項・目

の

所　　管　　課 平  

交

成  30  年  

付

度  の  目  標

に

・大規模改修を行うと

よ

ともに、小諸の農産物

効

り

の情報発信が可能とな

、

る「レストラン」「直

農

売所」の改修を行う
一

業

般・6農林水産業費・

者

1農業費・3農業振興

の

費 農林課

事　業　概　

経

要 施策内順位

農村資源

営

活用交流施設「あぐり

安

の湯こもろ」の適切な

定

管理
2/26・交流人

活

と

口を確保し地域農産物

農

の販路拡大や地産地消

業

を推進する

・体験農園

構

等農村資源を活用した

造

都市と農村の体験交流

の

の推進
市長公約事項

・

改

施設管理者としての適

善

切な維持管理の推進

活

を

動
指
標

指　標　名 単　

図

位 平成30年度 平成3

用

り

1年度 平成32年度

一

、

部 あぐりの湯こもろ　

も

入浴者数
人 200,0

っ

00 280,000 2

て

80,000

投
入
指
標

、

平成30年度 平成31

目

年度 平成32年度

年度

　

別事業費 9,134 千

　

円 12,000 千円 1

的

2,000 千円
特
定
財

し

農

源

国・県支出金 0 千円

業

0 千円 0 千円 特　記　

の

事　項

地 　方 　債

活

0 千円 0 千円 0 千円

そ

性

 　の 　他 0 千円 0

化

千円 0 千円

一　般　財

を

　源 9,134 千円 1

推

2,000 千円 12,

進

000 千円

す

、

る。
農業振興事業 継続

４ 活

会計・款・項・目 所　

気

　管　　課 平  成 

あ

 30  年  度 

る

 の  目  標

一般

豊

・6農林水産業費・1

か

農業費・3農業振興費

な

農林課

事　業　概　要

ま

施策内順位

【運営費】

ち

14/26・農業生産

施

の拡大や各作物の振興

地

策

を図ることを目的に、

４

農業者や各種団体等へ

－

の負担金、補助金、

交

１

付金を支出
市長公約事

農

項
・農林課所管の行政

家

財産（小諸大橋記念公

の

園、みまき大池及びみ

担

まき大池周辺市有地）

い

の適切な維

活
動
指
標

指

手

　標　名 単　位 平成3

域

を

0年度 平成31年度 平

育

成32年度

持及び管理

て

無
・市民農園貸付によ

儲

り、非農家の家庭菜園

か

ニーズに応える市民農

る

園の運営及び管理

投
入

農

指
標

平成30年度 平成

業

31年度 平成32年度

を

年度別事業費 14,1

め

51 千円 14,200

の

ざ

千円 14,200 千円

し

特
定
財
源

国・県支出金

ま

4,349 千円 4,9

す

18 千円 4,920 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 360 千円 360 千円 360 千円

一　般　財　源 9,442 千円

宝

8,922 千円 8,920 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 生産者が行う予防注射や消毒

、

などの自営防疫活動を支援することにより、安全安心な畜産物の生産供給及び、

目　　的 畜産業の活性化、農業者の所得の向上を図る。
畜産振興事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  

地

の  目  標

・伝染病の病気発生等の危機管理を徹底するとともに、関係する情報を適時に発信する。
一般・6農林水産業費・1農業費・3農業振興費 農林課

・ＴＰＰ等の情勢を把握し、国の新規制度等を迅速に把握し、

域

農家に的確な指導をする。

事　業　概　要 施策内順位

安全安心な畜産物の生産供給を図るために、小諸市家畜自営防疫推進協会を組織し、関係機関と連
15/26携し生産者が行う自衛防疫活動支援等を推進する。

・各種予

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政策４－ 4



政策 の

営の多角化を図るために、農業機械等の整備を支援する。

事　業　概　要 施策内順位 ・【農村女性活動】女性でも収入の得やすい作物栽培を学ぶ機会を造る。農村女性活動の統合（女性ネットワーク他）を

小諸市農業経営基

資

盤の強化の促進に関する基本的な構想等に基づき、農業の担い手を

事

確保し、持続 図り効果

　

的に活動できるよう取

務

り組む。
10/26的

　

な農業生産と農業農村

事

の振興を推進

・認定

　

農業者の確保と営農支

業

援
市長公約事項

・新規

源

　

就農者の確保と就農支

名

援

活
動
指
標

指　標　名

新

単　位 平成30年度 平

規

成31年度 平成32年

・

度

・持続可能な農業展

継

開に向けた総合的な農

続

業・農村振興の推進 一

中

部 農業生産法人及び農

山

業生産組織（集落営農

間

等）数
組織 20 20 2

を

地

0

投
入
指
標

平成30

域

年度 平成31年度 平成

で

32年度 新規就農者（

は

農業者子弟を含む）数

、

人 3 3 3
年度別事業費

農

13,744 千円 13

業

,800 千円 13,8

生

00 千円
特
定
財
源

国・

産

県支出金 12,750

条

千円 12,750 千円

有

件

12,750 千円 特　

の

記　事　項

地 　方 

不

　債 0 千円 0 千円 0 千

利

円

そ 　の 　他 0 千

に

円 0 千円 0 千円

一　般

加

　財　源 994 千円 1

え

,050 千円 1,05

、

0 千円

農業

効

者の高齢

事　務　事　業　

化

名 新規・継続 魅力ある

・

夢の持てる農業の実現

担

に向け、農業者が、生

い

産・加工・販売等に取

手

り組む六次産業化を支

不

援する。

目　　的
六次

活

足

産業化推進事業 継続

会

が

計・款・項・目 所　　

課

管　　課 平  成  

題

30  年  度  

と

の  目  標

・ワイ

な

ン用ぶどうの収穫を見

っ

据えて、醸造施設の在

て

り様等について関係者

お

と研究する。
一般・6

り

農林水産業費・1農業

用

、

費・3農業振興費 農林

事

課
・引き続き、特産と

業

なり農家収入の増加に

を

繋がる加工品の開発を

行

推進する。

事　業　概

う

　要 施策内順位

市内に

目

おける六次産業化を進

　

め、農業者の所得向上

　

と魅力ある農業づくり

的

を推進する。
9/26

し

こ

・六次産業化推進法に

と

基づく認定事業者を増

に

やし事業展開を支援す

よ

る。

・農業者と加工、

り

販売、流通業者、学校

耕

、病院等のネットワー

作

クを拡大するとともに

放

ネットワーク
市長公約

棄

事項
を活かした6次産

地

業化を推進する。

活
動

、

の

指
標

指　標　名 単　位

発

平成30年度 平成31

生

年度 平成32年度

・販

が

路の一部として、販売

抑

拠点施設整備を推進す

制

る。 全て 小諸市６次化

さ

ネットワーク会員数
人

れ

33 36 36

投
入
指
標

る

平成30年度 平成31

と

年度 平成32年度 小諸

４ 活

と

市６次化ネットワーク

も

補助金対象プロジェク

に

ト数
件 2 3 3

年度別事

、

業費 8,813 千円 8

共

,300 千円 8,30

同

0 千円
特
定
財
源

国・県

活

支出金 0 千円 0 千円 0

動

千円 特　記　事　項

地

に

 　方 　債 0 千円 0

よ

千円 0 千円

そ 　の 

気

る

　他 0 千円 0 千円 0 千

地

円

一　般　財　源 8,

域

813 千円 8,300

の

千円 8,300 千円

活性化並びに

あ

農村景観・国土保全
中

る

山間地域等直接支払事

豊

業 継続
に寄与する。

会

か

計・款・項・目 所　　

な

管　　課 平  成  

ま

30  年  度  

ち

の  目  標

・地区

施

協定の維持・確保
一般

地

策

・6農林水産業費・1

４

農業費・3農業振興費

－

農林課
・組織的な営農

１

活動の推進

事　業　概

農

　要 施策内順位

中山間

家

地域における農業生産

の

条件の不利による耕作

担

放棄地の発生を防止し

い

、多面的機能の確保を

手

図
11/26るため、

域

を

農業生産条件の不利を

育

補正することを目的に

て

、国が維持管理など共

儲

同作業の推進に要する

か

経費を交付金として支

る

出する中山間地域等直

農

接支払事業の推進
市長

業

公約事項
・交付金の交

を

付事務

活
動
指
標

指　標

め

　名 単　位 平成30年

の

ざ

度 平成31年度 平成3

し

2年度

・協定集落（交

ま

付団体）の活動の管理

す

無 集落協定面積
ha 300 300 300

・集落営農組織等の育成

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度

年度別事業費 60,563 千円 60,50

宝

0 千円 60,500 千円
特
定
財
源

国・県支出金 44,565 千円 44,600 千円 44,600 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 15,998 千円 1

、

5,900 千円 15,900 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 夢の持てる農業の実現に向

地

け、担い手の確保・育成や新規就農者の確保を進めるとともに、持続可能な農業生

目　　的 産のための仕組みづくりの関係機関等による農業者支援を推進する。
農業人材育成事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  

域

成  30  年  度  の  目  標

・【認定農業者】人農地プランの主体となるように啓発する。
一般・6農林水産業費・1農業費・3農業振興費 農林課

・【経営体育成支援事業】意欲ある経営体が規模の拡大や経
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政策 の

年度 平成31年度 平成32年度

年度別事業費 8,303 千円 6,464 千円 5,680 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 5,000 千円 4,638 千円 3,874 千円

そ 　の 

資

　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 3,303 千円 1,826

事

千円 1,806 千円

　務　事　業

事　

源

　

務　事　業　名 新規・

名

継続 農業の生産性向上

新

及び、農業構造（農地

規

耕作条件）の改善を図

・

るために必要な農業生

継

産基盤の整備を行う。

続

目　　的
市単独土地改

農

良事業 継続

会計・款・

家

項・目 所　　管　　課

の

平  成  30  

を

収

年  度  の  目

入

  標

各区、農業団体

（

からの事業要望につい

販

て現地調査等を行い、

売

農業の生産性向上及び

額

、農業構造（農地耕作

）

条件）の改善に
一般・

を

6農林水産業費・1農

増

業費・4農地費 農林課

加

効果のある整備を行う

有

さ

。

事　業　概　要 施策

せ

内順位

小諸市が事業主

る

体となり、土地改良事

た

業等分担金徴収条例に

め

基づく分担金等を徴収

、

して、農業生産
4/2

特

6基盤である、農道、

長

用排水施設、基幹水利

的

施設、暗渠排水、畑地

な

かんがい、ため池、農

効

農

地等の整備

を行う。
市

産

長公約事項

活
動
指
標

指

物

　標　名 単　位 平成3

の

0年度 平成31年度 平

振

成32年度

無 道路整備

興

延長
m 330 330 3

や

30

投
入
指
標

平成30

小

年度 平成31年度 平成

諸

32年度 水路整備延長

市

m 155 155 155

活

農

年度別事業費 25,5

業

20 千円 14,750

の

千円 14,750 千円

ブ

特
定
財
源

国・県支出金

ラ

0 千円 0 千円 0 千円 特

ン

　記　事　項

地 　方

ド

 　債 0 千円 0 千円 0

化

千円

そ 　の 　他 1

を

,565 千円 1,40

図

0 千円 1,400 千円

用

り

一　般　財　源 23,

、

955 千円 13,35

農

0 千円 13,350 千

業

円

所得

目　　的

し

の向上と農業経営の安

、

定化を目指す。
農産物

４ 活

ブランド化事業 継続

会

気

計・款・項・目 所　　

あ

管　　課 平  成  

る

30  年  度  

豊

の  目  標

・小諸

か

市農業のブランド化（

な

＝ファンづくり）を推

ま

進する。
一般・6農林

ち

水産業費・1農業費・

施

3農業振興費 農林課
・

地

策

農産物の販路拡大や高

４

付加価値化を図り、個

－

別農産物のブランド商

１

品化を推進する。

事　

農

業　概　要 施策内順位

家

・個別産品（ブランド

の

産品）の生産確保を図

担

る。

小諸市農業のファ

い

ンを増やす＝小諸農業

手

のブランド化を推進す

域

を

る。
1/26「ワイン

育

（ぶどう栽培）」「そ

て

ば」等個別の農産物の

儲

差別化＝農産物のブラ

か

ンド商品化することで

る

、販売向上と観光資源

農

化を図るとともにワイ

業

ン醸造所の立地でしご

を

との創出を図る。
市長

め

公約事項

活
動
指
標

指

の

ざ

　標　名 単　位 平成3

し

0年度 平成31年度 平

ま

成32年度

無 小諸の農

す

のブランド（商品）化推進組織数
組織 1 2 2

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度 市内ワイナリー数
件 2 2 2

年度別事業費 7,191 千円 7,2

宝

00 千円 7,200 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 7,191 千円 7,200 千円 7,200 千円

、

事　務　事　業　名 新規・継続 県が事業主体となり施行される土地改良事業に対し、土地改良法に

地

規定されている分担金を納め、事業の円滑

目　　的 な推進を図る。
県営農業農村整備事業負担金 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

計画に基づき適正な予算執行を図る
一

域

般・6農林水産業費・1農業費・4農地費 農林課

事　業　概　要 施策内順位

県営事業の施工に伴う市町村の負担
22/26

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無

投
入
指
標

平成30
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政策 の

方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 10,508 千円 9,389 千円 9,079 千円

資

事　務　事　業　名 新規・継

事

続 地域の特性に応じた

　

農業生産活動に係る支

務

援を行うことにより、

　

地域資源の適切な保全

事

管理の推進と効果的な

　

目　　的 農業基盤整備

業

及び協働活動という構

源

　

造改革を後押しするも

名

のである。
農地保全協

新

働事業 継続

会計・款・

規

項・目 所　　管　　課

・

平  成  30  

継

年  度  の  目

続

  標

計画に基づき適

的

切な予算執行を図る。

確

一般・6農林水産業費

な

・1農業費・4農地費

を

管

農林課

事　業　概　要

理

施策内順位

農業農村振

で

興対策事業補助金交付

安

要綱等に基づき、農業

定

者等が自ら農業の生産

的

性向上及び、農業構
2

な

4/26造（農地耕作

農

条件）の改善を図るた

業

めに必要な農業生産基

生

盤の整備に取り組むこ

有

産

とに対し支援を行

う。

活

市長公約事項

活
動
指
標

動

指　標　名 単　位 平成

を

30年度 平成31年度

行

平成32年度

無 原材料

う

支給実施箇所
件 55 5

た

5 55

投
入
指
標

平成3

め

0年度 平成31年度 平

。

成32年度

年度別事業

目

費 11,900 千円 1

効

　

1,900 千円 11,

　

900 千円
特
定
財
源

国

的

・県支出金 0 千円 0 千

市

円 0 千円 特　記　事　

単

項

地 　方 　債 0 千

独

円 0 千円 0 千円

そ 　

維

の 　他 0 千円 0 千円

持

0 千円

一　般　財　源

補

11,900 千円 11

修

,900 千円 11,9

活

事

00 千円

業 継続

会計・款・項

用

・目 所　　管　　課 平

し

  成  30  年

、

  度  の  目 

４ 活

 標

施設の機能保全及

気

び効用発揮に必要な経

あ

常的な維持管理を行う

る

。
一般・6農林水産業

豊

費・1農業費・4農地

か

費 農林課

事　業　概　

な

要 施策内順位

小諸市が

ま

事業主体となり農業生

ち

産活動により生じる経

施

常的な維持管理を行う

地

策

。
5/26

市長公約事

４

項

活
動
指
標

指　標　名

－

単　位 平成30年度 平

１

成31年度 平成32年

農

度

無 農道維持補修工事

家

箇所
箇所 19 19 19

の

投
入
指
標

平成30年度

担

平成31年度 平成32

い

年度 用排水路維持補修

手

工事箇所
箇所 51 51

域

を

51
年度別事業費 13

育

,000 千円 13,6

て

40 千円 13,640

儲

千円
特
定
財
源

国・県支

か

出金 0 千円 0 千円 0 千

る

円 特　記　事　項

地 

農

　方 　債 0 千円 0 千

業

円 0 千円

そ 　の 　

を

他 0 千円 0 千円 0 千円

め

一　般　財　源 13,

の

ざ

000 千円 13,64

し

0 千円 13,640 千

ま

円

す

事　務　事　業　名 新規・継続 土地改良区等

宝

の安定的・効率的な運営の確保のため。

目　　的
土地改良区等補助金交付事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

諸団体の定款による経費賦課金及び、総会の議決に基づ

、

く経常賦課金並びに、維持管理適正化計画に基づく負担金につい
一般・6農林水産業費・1農業費・4農地費 農林課

て適正な予算執行を図る。

事　業　概　要 施策内順位

土地改良区等への事務的経費支援
23/26

市長公約

地

事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無 小諸市土地改良連合会への補助金額
円 5,985,000 5,985,000 5,985,000

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度 千

域

ヶ滝湯川土地改良区への補助金額
円 2,332,000 2,332,000 2,332,000

年度別事業費 10,508 千円 9,389 千円 9,079 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　
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政策 の

。

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度

年度別事業費 8,847 千円 792 千円 792 千円
特
定
財
源

国・県支出金 4,000 千円

資

0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ

事

 　の 　他 0 千円 0

　

千円 0 千円

一　般　財

務

　源 4,847 千円 7

　

92 千円 792 千円

事　業

源

　名 新

事　

規

務　事　業　名 新規・

・

継続 林道の適切な維持

継

管理を行う。

目　　的

続

治山林道施設維持管理

農

事業 継続

会計・款・項

業

・目 所　　管　　課 平

・

  成  30  年

を

農

  度  の  目 

村

 標

道路の機能維持と

の

美観保全
一般・6農林

有

水産業費・2林業費・

す

1林業振興費 農林課

事

る

　業　概　要 施策内順

多

位

・林道の維持管理事

面

業
18/26 　林

的

道布引線　延長2.1

機

ｋｍ

　　林道浅間線　

有

能

延長4.2ｋｍ
市長公

の

約事項

活
動
指
標

指　標

維

　名 単　位 平成30年

持

度 平成31年度 平成3

・

2年度

無 パトロール回

発

数
回 12 12 12

投
入

揮

指
標

平成30年度 平成

を

31年度 平成32年度

図

年度別事業費 2,00

る

0 千円 1,410 千円

効

た

1,410 千円
特
定
財

め

源

国・県支出金 0 千円

の

0 千円 0 千円 特　記　

地

事　項

地 　方 　債

域

0 千円 0 千円 0 千円

そ

の

 　の 　他 0 千円 0

共

千円 0 千円

一　般　財

同

　源 2,000 千円 1

活

,410 千円 1,41

動

0 千円

活

に係る支援を行い、地

用

域資源の適切

目　　的

し

な保全管理を推進する

、

ことにより、農業・農

４ 活

村の有する多面的機能

気

が今後とも適切に維持

あ

・発揮されるように
多

る

面的機能支払交付金事

豊

業 継続
するとともに、

か

担い手農家への農地集

な

積という構造改革を後

ま

押しするものである。

ち

会計・款・項・目 所　

施

　管　　課 平  成 

地

策

 30  年  度 

４

 の  目  標

個別

－

活動計画に基づく適切

１

な予算執行を図る
一般

農

・6農林水産業費・1

家

農業費・4農地費 農林

の

課

事　業　概　要 施策

担

内順位

農業・農村の多

い

面的機能の発揮のため

手

の地域活動や営農の継

域

を

続等に対する支援を行

育

う。
12/26農地維

て

持支払として、地域資

儲

源の基礎的保全活動、

か

多面的機能を支える共

る

同活動の支援。

資源向

農

上支払として、地域資

業

源の質的向上を図る共

を

同活動、施設の長寿命

め

化のための活動を支援

の

ざ

し
市長公約事項

ます。

し

活
動
指
標

指　標　名 単

ま

　位 平成30年度 平成

す

31年度 平成32年度

無 田における活動面積
ha 90 90 90

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度 畑における活動面積
ha 164 164 164

宝

年度別事業費 13,476 千円 13,476 千円 13,476 千円
特
定
財
源

国・県支出金 10,106 千円 10,107 千円 10,107 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円

、

0 千円

一　般　財　源 3,370 千円 3,369 千円 3,369 千円

事　務　事　業　名 新

地

規・継続 ・計画的で適正な予算管理。

目　　的 ・深沢施設の適正な維持管理。
林業振興事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

・負担金等の適切な予算執行を行う。
一般

域

・6農林水産業費・2林業費・1林業振興費 農林課
・深沢管理施設の適切な維持管理を推進する。

事　業　概　要 施策内順位

【運営費】
19/26林業振興のため必要な事業を各種団体へ委託し活性化、又は被害防除を行う
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政策 の

農林課

事　業　概　要 施策内順位

野生鳥獣対策実施隊による野生鳥獣の適正な捕獲及び被害防止対策の実施。
17/26

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無 ニホンジカ捕獲頭

資

数
頭数 300 300 300

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成

事

32年度

年度別事業費

　

23,311 千円 18

務

,566 千円 14,0

　

99 千円
特
定
財
源

国・

事

県支出金 3,150 千

　

円 2,203 千円 2,

業

203 千円 特　記　事

源

　

　項

地 　方 　債 0

名

千円 0 千円 0 千円

そ 

新

　の 　他 3,100

規

千円 3,100 千円 3

・

,100 千円

一　般　

継

財　源 17,061 千

続

円 13,263 千円 8

荒

,796 千円

廃地

を

に根付き

事　務　事

、

　業　名 新規・継続 森

土

林をキッカケとした企

壌

業との様々な交流から

流

、当市のシティプロモ

出

ーションを進め、農林

を

商工観光を含めた

目　

有

防

　的 経済振興へと発展

ぎ

させる。
森林（もり）

な

の里親事業 継続

会計・

が

款・項・目 所　　管　

ら

　課 平  成  30

景

  年  度  の 

観

 目  標

・森林の里

形

親企業と協働し森林整

成

備を進めながら、様々

に

な交流活動へと発展さ

効

も

せる。
一般・6農林水

貢

産業費・2林業費・1

献

林業振興費 農林課
・活

す

動計画及び寄附金によ

る

る森林整備計画を具体

赤

化し提案することで、

松

里親企業との信頼関係

林

の強化を図る。

事　業

を

　概　要 施策内順位

長

守

野県が推進する森林の

活

る

里親促進事業により、

た

環境保全活動に熱心に

め

取り組む企業と共に協

、

働の森
20/26づく

ま

りを行う森林の里親契

た

約を締結し、企業支援

被

による協働の森づくり

害

を行う。

市長公約事項

拡

活
動
指
標

指　標　名 単

散

　位 平成30年度 平成

用

防

31年度 平成32年度

止

無 森林整備面積
ha 6

の

6 6

投
入
指
標

平成30

た

年度 平成31年度 平成

め

32年度

年度別事業費

松

1,004 千円 1,0

目

30 千円 1,030 千

　

円
特
定
財
源

国・県支出

　

金 0 千円 0 千円 0 千円

的

特　記　事　項

地 　

し

く

方 　債 0 千円 0 千円

い

0 千円

そ 　の 　他

虫

900 千円 900 千円

被

900 千円

一　般　財

害

　源 104 千円 130

減

千円 130 千円

少を目指

、

す。松くい虫被害木の

４ 活

倒木による二次被害を

気

予防するため、伐採処

あ

理委託費用を補助す
松

る

くい虫対策事業 継続
る

豊

ことで、枯損木の処理

か

を促す。

会計・款・項

な

・目 所　　管　　課 平

ま

  成  30  年

ち

  度  の  目 

施

 標

・被害調査結果に

地

策

基づき、被害木被害地

４

域の把握を行う。
一般

－

・6農林水産業費・2

１

林業費・1林業振興費

農

農林課
・松くい虫等に

家

よる枯損木処理への補

の

助金を交付することに

担

よって、処理を進め二

い

次被害を防止する。

事

手

　業　概　要 施策内順

域

を

位

・松くい虫被害木の

育

分布状況を調査し、経

て

年変化を把握する。
1

儲

6/26・松くい虫被

か

害を受けた枯損木の倒

る

壊による二次被害を予

農

防するため、伐採処理

業

に係る委託経費を

補助

を

する。
市長公約事項

活

め

動
指
標

指　標　名 単　

の

ざ

位 平成30年度 平成3

し

1年度 平成32年度

無

ま

地区保全森林面積
ha

す

41 41 41

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度

年度別事業費 5,540 千円 5,040 千円 5,040 千円
特
定
財
源

国・県支出金 1,350

宝

千円 1,350 千円 1,350 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 4,190 千円 3,690 千円 3,690 千円

、

事　務　事　業　名 新規・継続 野生鳥獣による人的被害・農林水産業被害等を軽減することを主たる目的としつつ、生物多様性保

地

全・景観保

目　　的 全の観点から科学的なマネジメントを行うとともに、市民の野生鳥獣への意識向上を図る。
野生鳥獣保護・管理事業 継続

捕獲従事者の確保・育成のため捕獲個体の有効活用による新規事業の研究を行う。

域

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

・鳥獣被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲計画数200頭+保護区内捕獲頭数100頭
一般・6農林水産業費・2林業費・1林業振興費
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政策 の

年度 平成32年度

無 災害復旧率
％ 100 100 100

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度

年度別事業費 50 千円 50 千円 50 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円

資

0 千円 0 千円 平成30年度　予算科目整理

そ 　の 　他 0 千円 0

事

千円 0 千円

一　般　財

　

　源 50 千円 50 千円

務

50 千円

　事　業

源

　名

事　務　事　業

新

　名 新規・継続 農業生

規

産の維持と農業経営の

・

安定を図るため、農業

継

用施設の早期復旧を行

続

う。

目　　的
平成28

森

年発生御影用水災害復

林

旧事業 新規

会計・款・

の

項・目 所　　管　　課

を

持

平  成  30  

つ

年  度  の  目

多

  標

適切な予算執行

面

により早期復旧を図る

的

。一般・11災害復旧

機

費・1農林水産施設災

能

害復旧費・1農地農業

（

農林課
用施設災害復旧

生

費

事　業　概　要 施策

物

内順位

平成28年11

有

多

月9日発生、御影用水

様

の越流に起因した土砂

性

災害の復旧
－（法面復

や

旧工事　L=30ｍ）

水

市長公約事項

活
動
指
標

資

指　標　名 単　位 平成

源

30年度 平成31年度

の

平成32年度

無 復旧率

保

％ 50 50 0

投
入
指
標

全

平成30年度 平成31

効

、

年度 平成32年度

年度

土

別事業費 115,49

砂

8 千円 145,500

災

千円 0 千円
特
定
財
源

国

害

・県支出金 16,38

を

0 千円 0 千円 0 千円 特

防

　記　事　項

地 　方

止

 　債 0 千円 0 千円 0

す

千円

そ 　の 　他 0

る

千円 0 千円 0 千円

一　

活

等

般　財　源 99,11

）

8 千円 145,500

の

千円 0 千円

発揮と、森林の

用

循環サイクル

目　　的

し

の促進
森林整備促進事

、

業 継続

会計・款・項・

４ 活

目 所　　管　　課 平 

気

 成  30  年 

あ

 度  の  目  

る

標

・針葉樹を燃料とし

豊

た薪ストーブ等の導入

か

を推進していくととも

な

に、薪ストーブ等の所

ま

有者と薪となる材のあ

ち

る森林を所
一般・6農

施

林水産業費・2林業費

地

策

・1林業振興費 農林課

４

有する者とのマッチン

－

グ制度の構築を検討す

１

る。

事　業　概　要 施

農

策内順位

森林の多面的

家

な機能を発揮させ持続

の

可能な社会を実現する

担

ため、森林を取り巻く

い

環境整備（間伐・
21

手

/26除伐・下刈り等

域

を

）を促進させ、また、

育

県産材を使った木質バ

て

イオマスを活用してい

儲

くことで、森林

の循環

か

サイクルを進めていく

る

。
市長公約事項

活
動

農

指
標

指　標　名 単　位

業

平成30年度 平成31

を

年度 平成32年度

無 薪

め

ストーブ導入補助金交

の

ざ

付件数
件 5 5 5

投
入
指

し

標

平成30年度 平成3

ま

1年度 平成32年度

年

す

度別事業費 3,308 千円 3,770 千円 3,770 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円 ・平

宝

成28年度より、針葉樹を燃料とした薪ストーブ導入補助金事業を新設

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円

一　般　財　源 3,308 千円 3,770 千円 3,770 千円

、

事　務　事　業　名 新規・継続 農業の維持を図りその経営の安定に寄与する。

目　　的
農業用施設単独災害復旧事業 継続

会計・款・項・目 所　　

地

管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

災害発生時には速やかな復旧に努める。一般・11災害復旧費・1農林水産施設災害復旧費・1農地農業
農林課

用施設災害復旧費

事　業　概　要 施策内順位

現に災

域

害を受けた農地等を速やかに原形に復旧する。又は、原形に復旧することが著しく困難若し
26/26くは不適当な場合にこれに代わるべき必要な施設を造る。

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政策４－ 10



政策 の

円 2,690 千円 2,690 千円

一　般　財　源 0 千円 0 千円 0 千円

事　務　事　業　名 新

資

規・継続 財産区の財産又は公の財産の適切な管理等を行うため

目　

事

　的
御牧ヶ原財産区事

　

業 継続

会計・款・項・

務

目 所　　管　　課 平 

　

 成  30  年 

事

 度  の  目  

　

標

適切な維持管理を行

業

う
御牧 農林課

事　業　概

源

　

　要 施策内順位

御牧ヶ

名

原財産区管理会による

新

財産区財産の管理と運

規

用
－

市長公約事項

活
動

・

指
標

指　標　名 単　位

継

平成30年度 平成31

続

年度 平成32年度

無 財

捕

産区の財産（山林）の

獲

維持管理回数
回 2 2 2

し

投
入
指
標

平成30年度

を

た

平成31年度 平成32

ニ

年度

年度別事業費 7,

ホ

235 千円 7,000

ン

千円 7,000 千円
特

ジ

定
財
源

国・県支出金 0

カ

千円 0 千円 0 千円 特　

の

記　事　項

地 　方 

愛

　債 0 千円 0 千円 0 千

が

円

そ 　の 　他 7,

ん

235 千円 7,000

有

動

千円 7,000 千円

一

物

　般　財　源 0 千円 0

用

千円 0 千円

飼料等として、

効

解体・加工販売を行う

活

。

目　　的
施設運営事

用

業 継続

会計・款・項・

し

目 所　　管　　課 平 

、

 成  30  年 

４ 活

 度  の  目  

気

標

・加工製品の販路拡

あ

大及び新製品の開発を

る

行う。
野生・1施設費

豊

・1施設費・1施設費

か

農林課
・近隣自治体か

な

らのニホンジカの受入

ま

れを確実なものとし、

ち

加工個体の安定供給を

施

図る。

事　業　概　要

地

策

施策内順位

駆除したシ

４

カを有効活用しオリジ

－

ナルの製品化を行う。

１

3/26・シカ肉を用

農

いたペットフードとし

家

て、精肉及び加工商品

の

の販売。

・シカ皮及び

担

角等を用いた商品開発

い

。
市長公約事項

・施設

手

の安定的な経営のため

域

を

、商品等の原料となる

育

ニホンジカの安定供給

て

の仕組みを確立する。

儲

活
動
指
標

指　標　名 単

か

　位 平成30年度 平成

る

31年度 平成32年度

農

無 ニホンジカ加工個

業

体数
頭 500 550 6

を

00

投
入
指
標

平成30

め

年度 平成31年度 平成

の

ざ

32年度

年度別事業費

し

17,323 千円 14

ま

,179 千円 11,2

す

79 千円
特
定
財
源

国・県支出金 1,500 千円 1,100 千円 600 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 15,823 千

宝

円 11,279 千円 9,279 千円

一　般　財　源 0 千円 1,800 千円 1,400 千円

事

、

　務　事　業　名 新規・継続 財産区の財産又は公の財産の適切な管理等を行うため

目　　的
高峰財産区事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

適切な維持管理を行う
高峰 農

地

林課

事　業　概　要 施策内順位

高峰財産区管理会による財産区の財産の管理と運用
－

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無 財産区の財産（山林）の維持管理回数
回 2 2 2

投
入
指
標

域

平成30年度 平成31年度 平成32年度

年度別事業費 2,143 千円 2,690 千円 2,690 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 2,143 千
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政策 の

策内順位

乗瀬区市有地管理委員会による所管財産の管理と運用
－

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無 管理委員会の所管財産（山林）の維持管理回数
2 2 2

投
入
指
標

平成30年度

資

平成31年度 平成32年度

年度別事業費 126 千円 126 千円 12

事

6 千円
特
定
財
源

国・県

　

支出金 0 千円 0 千円 0

務

千円 特　記　事　項

地

　

 　方 　債 0 千円 0

事

千円 0 千円

そ 　の 

　

　他 126 千円 126

業

千円 126 千円

一　般

源

　

　財　源 0 千円 0 千円

名

0 千円

新規・継続 財産区

を

の財産又は公の財産の

有

適切な管理等を行うた

効

め

目　　的
古牧財産区

活

事業 継続

会計・款・項

用

・目 所　　管　　課 平

し

  成  30  年

、

  度  の  目 

４ 活

 標

適切な維持管理を

気

行う
古牧 農林課

事　業　

あ

概　要 施策内順位

古牧

る

財産区管理会による財

豊

産区財産の管理と運用

か

－

市長公約事項

活
動
指

な

標

指　標　名 単　位 平

ま

成30年度 平成31年

ち

度 平成32年度

無 財産

施

区の財産（山林）の維

地

策

持管理回数
回 2 2 2

投

４

入
指
標

平成30年度 平

－

成31年度 平成32年

１

度

年度別事業費 1,8

農

90 千円 2,000 千

家

円 2,000 千円
特
定

の

財
源

国・県支出金 0 千

担

円 0 千円 0 千円 特　記

い

　事　項

地 　方 　

手

債 0 千円 0 千円 0 千円

域

を

そ 　の 　他 1,8

育

90 千円 2,000 千

て

円 2,000 千円

一　

儲

般　財　源 0 千円 0 千

か

円 0 千円

る農業をめ

の

ざ

事　務　事　業

し

　名 新規・継続 財産区

ま

の財産又は公の財産の

す

適切な管理等を行うため

目　　的
滋野財産区事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

適切な維持管理を

宝

行う
滋野 農林課

事　業　概　要 施策内順位

滋野財産区管理会による財産区財産の管理と運用
－

市長公約事項

活
動
指
標

指　標　名 単　位 平成30年度 平成31年度 平成32年度

無 財産区の財産（山林）の維持管理回数
回 2 2 2

投

、

入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度

年度別事業費 562 千円 560 千円 560 千円
特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円 特　記　事　項

地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 562 千円 560 千

地

円 560 千円

一　般　財　源 0 千円 0 千円 0 千円

事　務　事　業　名 新規・継続 管理委員会

域

の所管財産又は公の財産の適切な管理等を行うため

目　　的
乗瀬地区市有地管理事業 継続

会計・款・項・目 所　　管　　課 平  成  30  年  度  の  目  標

適切な維持管理を行う
乗瀬 農林課

事　業　概　要 施
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政策 の

続

投
入
指
標

平成30年

資

度 平成31年度 平成3

源

2年度

年度別事業費 2

を

,863 千円 2,86

有

0 千円 2,860 千円

効

農業総務費運営費 継続

活

特
定
財
源

国・県支出金

用

0 千円 0 千円 0 千円

会

し

計・款・項・目 所　　

、

管　　課 地 　方 　

４ 活

債 0 千円 0 千円 0 千円

気

そ 　の 　他 0 千円

あ

0 千円 0 千円
一般・6

る

農林水産業費・1農業

豊

費・2農業総務費 農林

か

課
一　般　財　源 2,

な

863 千円 2,860

ま

千円 2,860 千円

ち

施

地

策 ４

事　務　事　業　

－

名 新規・継続

投
入
指
標

１

平成30年度 平成31

農

年度 平成32年度

年度

家

別事業費 126,26

の

2 千円 126,200

担

千円 126,200 千

い

円
農業総務費給与費 継

手

続
特
定
財
源

国・県支出

域

を

金 3,500 千円 3,

育

500 千円 3,500

て

千円

会計・款・項・目

儲

所　　管　　課 地 　

か

方 　債 0 千円 0 千円

る

0 千円

そ 　の 　他

農

0 千円 0 千円 0 千円
一

業

般・6農林水産業費・

を

1農業費・2農業総務

め

費 農林課
一　般　財　

の

ざ

源 122,762 千円

し

122,700 千円 1

ま

22,700 千円

す

事　務　事　業　名 新規・継続

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度 平成32年度

年度別

宝

事業費 766 千円 766 千円 766 千円
農地費運営費 継続

特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円

会計・款・項・目 所　　管　　課 地 　方 　債 0 千円 0 千円 0 千円

そ 　の 　他 0 千円 0 千円 0 千円
一般・6農林水産

、

業費・1農業費・4農地費 農林課
一　般　財　源 766 千円 766 千円 766 千円

事　務　事　業　名 新規・継続

投
入
指
標

平成30年度 平成31年度

地

平成32年度

年度別事業費 177 千円 100 千円 100 千円
予備費 継続

特
定
財
源

国・県支出金 0 千円 0 千円 0 千円

会計・款・項・目 所　　管　　課 地 　方

事

 　債 0 千円 0 千円 0

　

千円

そ 　の 　他 0

務

千円 110 千円 100

域

　

千円
野生・2予備費・

事

1予備費・1予備費 農

　

林課
一　般　財　源 1

業

77 千円 △10 千円 0

　

千円

名 新規・継
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